
　　

≪説明対象医療機関≫ ２医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

資料１－３

病床配分希望について（南多摩）



（南多摩医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 床 一般 床 一般 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

療養 78 床 療養 39 床 療養 117 床

計 78 床 計 39 床 計 117 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

回復期機能 1 （病棟） 78 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 50 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） 2 （病棟） 39 （床） 2 （病棟） 67 （床）

開設予定時期 令和 4 年 5 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中地区医師会との調整状況

八王子市上川町785番地

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団充会 開設者所在地 日野市多摩平三丁目１番17号

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

病院名 新上川病院（仮称） 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目 内科、リハビリテーション科

整備概要

増床 移転・増床　　

今般、当法人は病床配分で医療療養病床39床を申請し、医療療養病床67床、回復期リハビリテーション病床50床を合わせて117床の病院を開設する計画。当法人は平成30年度病床配分にて、回復期
リハビリテーション病床78床を申請し、許可を受けているが、同病床は50床に減床し、28床を医療療養病床に転換、さらに医療療養病床39床を追加申請するもの。計画地は旧上川病院跡地である。上
川病院は平成29年6月30日まで当該敷地において営業をしていたが、同年7月1日に日野市多摩平地区に移転。上川地区周辺には医療機関がなくなり、地域住民等から医療機関を誘致する要望があ
る。本計画では、同地域を中心とした回復期リハビリテーション、慢性期終末期医療の需要を満たし、経営的には安定した基盤を確保しながら、同時に上川・川口町等近隣地域の外来診療により地域住
民の日常生活支えるもの。現在、八王子駅北口から八王子市西北部、秋川街道沿いにかけては回復期リハビリテーション病床が存在していないため、大きな需要が存在すると考える。また当法人は、
長く高齢者療養病棟を運営しており、そのケアには近隣医療機関および介護事業者からは一定の評価をいただいている。そのノウハウを新上川病院の療養病床でも活かし、地域医療機関や介護保険
施設、介護事業所等の信頼を得、その協力・連携のもとに運営をしていくもの。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

CTの導入を計画している。その他、新規開設のための病床用ベッド、リハビリテーション機器などを購入する予定である。

※高額医療機器の導入など

常勤医師については、医療療養病棟の主治医1名は目処がついており、開院に併せて当院に転籍となる。リハビリテーション科医師1名は、知人関係や関連大学医局のコネクション、医師紹介会社等に
よる充足を図る。非常勤・当直医師については近隣大学医局の協力を得て確保する。看護・介護職についてはそれぞれ40名前後の雇用をする予定。大手人材紹介会社とのコンサルティング契約、イン
ターネット求人サイトの公告、新聞折り込み広告などのメディアを利用した求人活動を行う。リハビリテーションスタッフは40名の雇用を予定。主任および副主任数名については関係のあるリハビリテー
ション病院からの紹介を受け、その他は中途採用及び新卒採用を検討。その他薬剤師1.3名、管理栄養士1名らを雇用する予定。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

回復期リハ病棟は当初は回復期リハ6から運営を行い、将来的には回復期リハ1を目指す。療養病棟は、療養病棟入院料Ⅰの取得を計画している。



出席者

令和 2 年 12 月 9 日

委員　都病院協会代表、地区医師会代表、歯科医
師会代表、薬剤師会代表、看護師代表、高度急性
期、急性期、回復期、慢性期各医療機関代表者、
市保健所長。当方案件説明者、事務局長松岡理。

令和 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

地域医療構想調整会議八王子分科会の書面開催。本件の申請内容を八王子市を通じて書面にて提出し、審査い
ただいたもの。特に反対意見等承っておりません。



（南多摩医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 199 床 一般 2 床 一般 201 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

療養 0 床 療養 床 療養 床

計 199 床 計 2 床 計 201 床
（うち災害 床） （うち災害 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 5 （病棟） 169 （床） 1 （病棟） 2 （床） 5 （病棟） 171 （床）

回復期機能 1 （病棟） 30 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 30 （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 4 年 5 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目 内科、外科、整形外科、脳神経外科、泌尿器科、婦人科、リハビリテーション科、麻酔科、形成外科、皮膚科、耳鼻咽喉科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は177床（10:1＝131床 、HCU＝:4床、地域包括ケア＝34床、回復期リハ＝30床）の東京都指定二次救急医療機関であり、災害拠点連携病院である。
2018年11月20日に開催された東京都地域医療調整会議（南多摩）において、地域包括病床２２床の増床について協議をし、2019年3月の医療審議会において認められた。
しかし計画を実行に移す段階で、予期していなかったが、近隣住民からのご依頼を受けて病院隣接地の取得することとなった。
同時期にコロナウイルス患者が東京都で初めて確認された。
その後の急速な感染拡大ともない当院においてもその対応が最優先課題となってしまった。そのため、２２床は未稼働の状態となっている。
現状は、従来通り東京医師会から東京ルール調整困難患者（吐下血）において担当日を数多く引き受けながら、東京都からのコロナ患者受入要請にも応えている状況である。
このままでは近隣住民のみならず八王子市内の市民の救急患者の受入が困難となってしまう。
これらの状況を考えると通常の患者さんの治療を継続しつつ、上記要請に応えていくためには地域包括ケア病床から一般病床への計画変更とし、これに伴い病棟構成上、未稼働の
22床に加えて更に2床の増床が必要と考える。
但し、感染症対応の突発性を考えると中期的には地域包括ケア病床への転換も地域医療構想として視野に入れる必要がある。

※当該二次医療圏における医
療機能との整合性も踏まえて
記載すること

高額医療機器の導入予定なし。
既存施設内にある管理部門を別建物に移動。その後、院内改修を経て２４床の一般病棟とする予定。※高額医療機器の導入など

医師３名・看護師１１名・看護補助者６名・医療秘書１名
新卒中途採用・紹介業者経由採用・他病棟からの移動

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

一般病床（２４床）10：1

地区医師会との調整状況

八王子市子安町三丁目24番15号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団清智会 開設者所在地 八王子市子安町三丁目24番15号

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新規
開設の場合は記入不要

91.53

病院名 医療法人社団清智会　清智会記念病院 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を記
入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること



出席者

令和 年 月 日

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

●開催方法：書面開催

●目的：病床配分申請に関する意見収集

●結果：反対意見なし

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

●都病院協会
東京都病院協会 副会長 安藤高夫
●地区医師会代表
八王子市医師会 医師会長 石塚太一
●歯科医師会代表
八南歯科医師会 八王子支部長 渡邉実
●薬剤師会代表
八王子薬剤師会 会長 橘隆二
●看護師代表
東海大学医学部付属八王子病院 看護部長 伊藤
由美子
●医療機関代表（高度急性期）
東海大学医学部付属八王子病院 院長 山田俊介
●医療機関代表（急性期）
右田病院 院長 右田隆之
●医療機関代表（回復期）
永生病院　院長 飯田達能
●医療機関代表（慢性期）
陵北病院 院長 田中裕之
●保健所
八王子市保健所長 渡邉洋子

令和 2 年 11 月 18 日
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